
茂木中学校保健だより

７月の和名は「文月」。七夕に願い事を短冊に書く、という風習が由来では

ないかとも言われています。本来、短冊に書く内容は「織姫のように機織り

が上手になりたい」といった、神様への願い事というよりは決意表明だった

ようです。夏休みは自由に使える時間が増えます。新しい挑戦だったり、勉

強や部活動だったり、「これだけは頑張る！」という決意表明をして臨むと、

有意義な期間になることでしょう。

下着（肌着）の着用を！
７月の保健安全目標 下着（肌着）には、主に下記のような役割

【保健】病気の治療をしよう！ があります。

夏休みを健康に過ごそう！ ◆温度の変化に対応する役割（体温調節）

【安全】健康で安全な ◆肌を守る役割（清潔）

生活をしよう！ ◆大切な部分を隠して守る役割（防犯）

下着（肌着）を着る習慣を付けましょう。

★ ☆ ★ ☆ ★ 定期健康診断について ★ ☆ ★ ☆ ★
日にち 時 間 検 査 項 目

７月 ７日（水） １３：３０～ 血液検査（小児生活習慣病検診・貧血検査）（２年欠席者）

今年度の定期健康診断も残すところ、上記の項目のみとなりました。検査・検診前の調査票の記

入や準備等、大変お世話になりました。ありがとうございました。

検診・検査の結果、専門医による治療や受診が必要な人には検査毎に受診をすすめる通知を配付しています。

通知をもらった人は、早めに専門医を受診してください！

みなさんは、「脳脊髄液減 少 症 」という言葉を聞いたことがありますか？
のうせきずいえきげんしようしよう

「脳脊髄液減 少 症 」とは、頭、背中、尾てい骨を打つなど、体に強い衝撃を受けること
のうせきずいえきげんしようしよう び

により、脳脊髄を覆っている硬膜が損 傷 を受け、脳脊髄液が漏れ出し、減少することに
のうせきずい おお こうまく そんしよう のうせきずいえき も

より、様々な症状が起こる病気です。主な症状は、頭・首・背中・腰の痛み、めまい、体のだる

さ、吐き気、耳鳴り、集中力や思考力の低下、不眠などで、起き上がると症状が悪化したり、天

候の変化を受けたりしやすいと言われています。朝起き上がることができなかったり、いろいろ

な症状が出たりするので、怠けや精神的なものと誤解されることも多いようです。

脳脊髄液減 少 症 は、いつでも、誰にでも起こりえる病気です。交通事故やスポーツ外傷、
のうせきずいえきげんしようしよう

転倒など脳脊髄液減 少 症 の原因となることが過去になかったか振り返り、上記のような症
のうせきずいえきげんしようしよう

状が続く場合は、早めに専門医療機関を受診しましょう！

◆「脳脊髄液減 少 症 」の情報は、栃木県のホームページで公表されています。
の う せきずいえきげんしようしよう



気温が高くなると心配なのが「熱中症」です。熱中症の予防には、水分補給が重要で
す。茂木中学校では、水筒（水分）の持参を推奨しています。「自分の健康は自分で守る」
という意識を強く持ち、水筒の持参、こまめな水分補給を心がけるようにしましょう！


